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放射線医学における世界最大級の学術集会
である第107回北米放射線学会（RSNA 
2021）が，2021年11月28日（日）～12月
2日（木）の日程で，米国イリノイ州シカゴ
市のマコーミックプレイスを会場に開催さ
れた。バーチャルミーティングも行われ，
2022年4月30日（土）までオンデマンドで視
聴・閲覧が可能となっている。テーマには
“Redefi ning Radiology”が掲げられ，新型
コロナウイルス感染症（以下，COVID-19）の
パンデミックにより世界が大きく変わる中，
これからの時代の放射線診療を再定義するた
めの5日間となった。Redefi ning Radiology
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●2年ぶりにシカゴでの開催
2019年12月に中国で感染が確認され

たCOVID-19。翌2020年3月には世界
保健機関（WHO）がパンデミックを宣
言し，米国でも感染者・死亡者数が増
加したため，前回のRSNA 2020は史上
初のバーチャルミーティングだけの学術
集会となった。
　RSNA は，2021 年 4 月の時点で，
2021年の学術集会は，従来どおりマコー
ミックプレイスで行うことをアナウンスし
て，4月14日（水）からホテルの宿泊予
約を開始。5月5日（水）に演題応募を
締め切り，7月21日（水）からは参加登
録を受け付けた。
　一方で，マコーミックプレイスでの開
催に当たって，RSNAでは現地参加者
に対しワクチン接種を参加条件とし，会
期中の会場内でのマスク着用を義務化
した。RSNA 2021実地開催期間とほぼ
同時期の1週間（11月29日～12月5日）
における米国の新規感染者数は75万
2394人（厚生労働省検疫所発表）と
なっており，日本と比較してけた違いに
多い状況が続いている。パンデミックが
続く中，日本からは現地参加がしにくい
状況であり，また所属施設が渡航に制
限を設けているケースも多い。このよう
なことから，日本在住者の現地参加は，
Technical Exhibitも含め厳しく，マ
コーミックプレイスに赴いた日本人は，
留学など米国在住者が中心であった。

　なお，会期を変更したこともRSNA 
2021のトピックである。RSNA 2019ま
では実地開催の期間を6日間（Techni-
cal Exhibitは 5日間）としていたが，
RSNA 2021はパンデミック前から5日
間（Technical Exhibitは4日間）に短縮
することになっていた。バーチャルミー
ティングだけの前回は7日間の日程であっ
たが，今回は当初の予定どおり5日間で
閉会した。

●放射線診療を再定義する機会
COVID-19のパンデミックの収束（終

息）が見通せない状況にあって，アフ
ターコロナ，ウィズコロナの時代に放射
線診療はどうあるべきか，RSNA 2021
はそれを考える機会になったと言える。
初日11月28日にArie Crown Theater
で行われたPresident’s Address and 
Opening Sessionの中で，大会長を務
めるシンシナシティ大学放射線科教授の
Mary C. Mahoney, M.D.は，“Redefi ning 
Radiology : The Road Ahead”と題し，
これからの時代の放射線診療を再定義
し，進むべき道を示した。
　Mahoney大会長は，COVID-19のパ
ンデミックが，世界中の医療が抱えてい
るマンパワー不足や非効率性，アクセス
性の不平等といった課題を浮き彫りにし
たと述べた。その一方で，今回のパンデ
ミックは，これからの放射線診療のあり
方を考える機会になったと指摘。人工
知能（AI）などのデジタル技術を活用し

て，地域や医療従事者，患者と協調す
ることが放射線診療にかかわる者には求
められており，それがまた自分たちの価
値を高めると訴えた。
　また，Mahoney大会長のPresident’s 
Addressに続き，クリーブランドクリ
ニックのChief Clinical Transforma-
tion Officerを務めるJames Merlino, 
M.D.の基調講演が行われた。Merlino
氏は，Service Fanatics : How to Build 
Superior Patient Experience the 
Cleveland Clinic Way の著者として知

RSNA 2021の初日11月28日に行われた
President's Address and Opening Session
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られる。“Service Fanatics - How to 
Deliver Safe, High-Quality, Patient-
Centr ic Care”と題した講演の中で
Merlino氏は，自身の父親が入院した時
に患者や家族として納得のできる医療を
受けられなかった経験を話した上で，患
者が医療従事者に何を求めているかにつ
いて言及。患者とのコミュニケーション
が重要だと強調した。そして，患者や医
療従事者同士のコミュニケーションを充
実させるための取り組みが必要だとし，
COVID-19のパンデミックでの経験を生
かし，チームとして医療を提供していく
ことが求められると述べた。
　このほか，Opening Sessionでは，米
国医学物理学会（AAPM）のJames T. 
DobbinsⅢ, Ph.D.，シカゴ放射線協会の
Ari Goldberg, M.D., Ph.D.の挨拶や，
2020年に亡くなったSanjiv S. Gambhir, 
M.D., Ph.D.，Lawrence W. Bassett, 
M.D.の功績がたたえられた。

●日本人研究者の2演題が
　Magna Cum Laudeを受賞
　President’s Address and Opening 
Session以外のPlenary Sessionとして
は，11月29日（月）に“Radiology in 
the Value-Based Healthcare Arena : 
Player or Pawn ?”，11月30日（火）に

“Ensuring an Inclusive， Respectful 
Workplace”，12月1日（水）に“Excit-
ing Radiology Game Show : What’s 
Your Emergency? Life in the STAT 
Lane”と“Addressing the Continued 
Exclusion of Black Physicians in the 
US Radiation Oncology Workforce”，
さらに，Image Interpretation Ses-
sion，RSNA/AAPM Symposiumの

“Together We Can Make a Diff erence”

が用意された。
　また，RSNAが11月12日（金）に発
表したプレスリリースでは，Education 
Courseは300以上のプログラムが設けら
れた。ほかに，Scientific Paperが18分
野858題，Education Exhibitが1521題，
Scientific Posterが1266題となってい
る。なお，演題の応募数は1万378題で
あった。
　12月1日には，Education Exhibitの
受賞演題が発表された。Magna Cum 
Laudeは23題が受賞。日本人研究者
の発表としては，高橋宏彰氏（メイヨー
クリニック）らの“Imaging Of The 
Cowper’s（Bulbourethral）Gland - Its 
Abnormalities And Diff erential Diag-
nosis”（GUEE-21），馬場　亮氏（ミシ
ガン大学/東京慈恵会医科大学）らの

“CT and MRI Evaluation of Head 
and Neck Cancer Treated wi th 
Chemoradiotherapy : Basics and 
State-of-the-Art”（HNEE-20）の2題が
選出された。
　52題が選出されたCum Laudeは，
尾崎公美氏（福井大学）らの“Hepatic 
Metastases From Various Primaries : 
Organ-specifi c Metastasis And Imaging 
Features With Pathologic Correlation”
（GIEE-5），福井秀行氏（大阪大学）ら
の“What radiologists need to know 
about diagnosis of endometriosis”
（GUEE-46），益岡壮太氏（国立がん研
究センター東病院）の“Where is the 
primary tumor? Imaging approach to 
cervical lymph node metastases from 
an unknown primary tumor”（HNEE-
2），伊藤倫太郎氏（名古屋大学/UCLA）
らの“How should radiologists use 
AI to fight COVID-19 pneumonia?”
（INEE-8），黒川真理子氏（ミシガン大学/
東京大学）らの“Imaging features of 
the ectopic tissues with embryologic 

approach for correct diagnosis”
（MSEE- 39）の5題の日本人研究者の
発表が受賞した。

●Technical Exhibitに
　495社が出展
　画像診断装置など最新技術を披露され
る場であるTechnical Exhibitは，11月
28日～12月1日に行われた。11月12日
に発表されたRSNAのプレスリリース
によると，495社が出展。展示面積は，
約 29 万 600 0 平方フィート（約 2 万
7500m2）となった。また，バーチャル展
示には52社が参加。このうち，32社が
バーチャル展示のみとなった。88社は初
参加としてエントリーした。Technical 
Exhibitでは，AIを扱う企業の集めた
AI Showcaseや初出展企業で構成する
First-Time Exhibitor Pavilionなども
設けられた。

＊　＊　＊
　RSNA 2021が12月16日（木）に発
表したプレスリリースでは，今回は2万
9273人の参加登録があった。パンデミッ
クが続く中，海外からの参加が難しい状
況であり，RSNA 2019の5万1800人と比
べ大幅に少なく，またRSNA 2020の2万
9339人とほぼ同じであった。2021年
11月の時点で，RSNAの会員は145か国
で4万8200人以上おり，その大半が現地
で参加できていない状況にある。次回は
再び5万人以上が参加する活気あふれる
RSNAに戻れるのだろうか。そのRSNA 
2022は，2022年11月27日（日）～12月
1日（木）の5日間の日程で行われる。大
会長は，ラトガース大学バイオメディカ
ル・ヘルス・サイエンスがん担当副学長
などを務めるBruce G. Haff ty氏である。

＊太字および（　）内は演題番号

＊ Technical Exhibitの詳細は，2月号別冊付録
「RSNA 2021ハイライト」およびインナビネット
「RSNA 2021スペシャル」（http://www.innervision.
co.jp/report/rsna/2021）をご覧ください。  

Mary C. Mahoney大会長のPresident’s Address James Merlino, M.D.による基調講演

RSNA 2021 特  集

電子ポスターを閲覧するための
Digital Presentation System




